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福岡県におけるハチクマの繁殖初記録

伊閏文隆

〒819-1117福岡県前原市前原西1-7-31-303

はじめに

ハチクマノqgm/汐apﾊﾉひ/Iﾑﾀ゙ は日本では夏烏として北九州以北に渡来し,低山から山地の林に生息

する猛禽類である(森岡ほか’995)．福岡県では,ハチクマは繁殖期に観察されているものの,繁

殖は確認されていない(福岡県環境部自然環境課2001)．筆者は,2004年に福岡県ではじめてハ

チクマの繁殖を確認したので報告する．

本稿の執筆にあたり，多くの資料を提供していただきました上田浩平氏，田村耕吻作氏,植生調査

を快く引き受けていただいた大西亘氏に心より御礼申し上げる．

調査地および調査方法

ハチクマの巣内育雛期から巣外育雛期にあたる2004年７月１２日～９月８日のあいだの３０日間

(約173時間)，福岡県西部の背振山地で調査を行なった.ハチクマの繁殖を確認するために,営巣

地が推定できるまではハチクマの移動方向へ定点を変更しながら,双眼鏡および望遠鏡を使用し

て成鳥が餌を運んで行く先を追跡し,巣の場所を特定した.巣の場所を特定した後は,巣を発見す

るために林内で踏査を行なった.巣を特定できた後は,営巣地から約100ｍの地点で車の中から調

査を行なうとともに,別の角度から営巣地を観察できる巣から約650ｍ離れた定点でも調査を行なっ

た.ヒナの巣立ち後はヒナの移動にあわせて別の定点から観察を行なった．
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図１．巣と枝に隠れているヒナ
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